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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
本研究は、視覚、聴覚、触覚にまたがる複合的な感性の多様性をモデル化し、それを実世界でのサー

ビスに具体化するための技術開発を行うものであり、個々の知覚レベルの解明に頼らずに、グラフ集合

解析とエントロピー概念に基づくトップダウン的なアプローチで研究を行い、幾つかの重要な進展があ

り、研究は概ね順調であると考えられる。 
例えば、複合感性に関する知覚過程の研究については、教示学習の負担を軽減するアルゴリズムの開

発、トップダウン的なアプローチによる感覚的特徴の優先評価分析、物理的・身体的な状態計測と個人

の文脈に基づく主観的な状況認識をつなぐモデル化手法の開発などに成功している。 
これまでの研究によって得られた基礎理論・アルゴリズムをもとに実世界でのサービスを実現してい

くために、これらの実証的評価を精力的に進めること及び国際的なトップレベルの学術誌や国際会議に

積極的に成果発表を行う努力を今後期待したい。 

検証結果   研究進捗評価結果どおりの研究成果が達成された。 
学術面では、人間に心理的・身体的な負担をかけずに複合的な感性を計測・理解・モデ

ル化する技術で、当初の目標を達成する研究成果を上げた。 
また実証面でも、店舗内での消費者の購買支援システムについて、実際の店舗とサイバ

ー空間上でのウェブショッピングのプロトタイプを試作し比較を行うなど、研究成果を実

世界のサービスへと結びつける実証評価を行った点が高く評価できる。 
研究成果の国際的な発信については、雑誌論文などの成果発表でまだ十分でない側面も

みられるが、結果が得られるまでに一定の期間を要することから、継続的な努力と今後の

成果を期待したい。 
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